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田中 克周 議員 「財政健全化法」の重要性を
認識すべきと考えるが

問　公表される指標から、袋井市の財政
運営はどのように影響を受けるのか。 

問　該当者の増加が全国的な流れであり
市の強い姿勢と市民の自覚が欠かせない
と思うがどうか。 

答　18年度決算では、実質赤字比率はゼロ、
連結実質赤字比率はマイナス34.1％、実
質公債費比率が16.8％であり、健全であ
ると考える。今後も健全性の維持に努める。

旧東海道沿い新町地区の
空地・空家対策は

答　本市が推進するウオーキングなどの
継続した運動や良好な食生活は、長期的に
極めて効果的であると確信している。各保
険者と連携を図りながら、これまで以上に
生活習慣病の予防に取り組んでいきたい。

問　民間資本がマンション等を建築する
前に手を打つべき、と考えるがどうか。 

答　土地取得にはタイミングの問題もある。
策定中の「どまん中ふくろいまちづくり計
画基本構想」の方針等に基づき、先行取得
について検討する。

問　公園をより多くの市民が利用でき、市
内にどんな公園があるか知ってもらうた
めにも公園マップを作成してはどうか。 

答　公園マップの作成やホームページに
よる情報発信は大変有効なものと考える。
可能なものから実施をしていきたい。

鈴木 妙子 議員

悪臭は低下したか

生活習慣病対策に
強力な取り組みが必要

問　19年1月に技術援助申請をしたが、
本格的な取り組みと推進についてはどうか。 

答　本年度より職員が街づくり推進委員
会に参加している。今後は、事業化の可能
性について具体的な調査の実施と計画の
立案を進めるよう支援していきたい。

上町中町街づくり推進委員会への
支援は

健康ジョギングコースを
整備することができないか

問　安心して子供を産み育てる環境を整
備するため、妊婦検診の公費負担を現状
の2回から拡大してはどうか。 

問　悪臭を低下させるために畜産調査研
究費を設け、環境改善が図られないか。 

答　市民病院でも分娩できない等の事情
もあり、妊婦の健康診査については、大変
重要なものと考えている。公費負担を県が
示す5回に加え、上乗せを実施するための
医療機関との調整も必要。そうしたことも
来年度の予算に向けて検討していきたい。

答　畜産振興協議会的なものの設立準備
を進めており、臭気対策の研究事業などに
取り組んでいきたいと考えている。

問　健康を生み出す川辺を利用した中新
田地区の前川堤を舗装し、健康桜道散策
道路として生かすことはできないか。 

答　河川管理者の袋井土木事務所と協議
をし、堤防の利用状況等を調査した上で、
ウオーキングコースの位置づけとあわせ
てその実施について判断をしていきたい。

消防広域再編について
どのような考えを持つか

問　消防広域化が求められているが、現在
の袋井市はどのような意向を持っているか。 

答　広域化について県が示した二つの案
の基本的な考え方を明確にした上で、出動
割合が圧倒的に多い救急出動のことも考
え、近隣市町の動向も含め、議会と協議を
しながら、考え方を整理していきたい。

答　耐震補強工法の最新事例を広報ふく
ろいやホームページで紹介し、特に高齢者
世帯が多い地区では地域相談会を開催し
たい。

問　昭和56年以前に建てられた住宅は
補強が必要で、重点的に推進する必要が
あるのではないか。 

佐藤 省二 議員

寺井 雄二 議員
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妊婦無料検診拡大への取り組みは

耐震補強の推進が急務

問　同地区の「にぎわい新都心まちづくり
計画」の位置づけと進捗状況はどうか。 

答　旧東海道袋井宿の歴史を活かした町
並みの再生や新たな観光資源として集客
力を高める取り組みを行う東海道ゾーンと
位置づけた。現在、地元市民とのワークショッ
プにより、2016年袋井宿開設400年祭を
視野に入れた「どまん中ふくろいまちづく
り計画基本構想」の策定を進めている。

公園の管理状況はどうか
また情報発信してはどうか

問　公園砂場の管理と衛生対策はどうか。 

答　専門業者による清掃や薬剤消毒を2
年に1度実施しており、適宜砂の補充も行っ
ている。今後も、定期的に清掃や消毒を実
施し、清潔な砂場を維持していきたい。

袋井消防署 子供たちの遊び場となる公園の砂場

旧東海道沿いの新町地区「筋交い」による耐震補強例


